
◆参考図

図１．開発した吸引管

図２．ロータの形状

回転する。ロータの回転に伴って、ウォームスク

リューの間の空間が左方向に移動する。図１の状態

では、１番の吸引口の吸引力が最も大きく、３番の吸

引口の吸引力はほぼゼロとなる。図１の状態から

ロータが180度回転した状態では、１番の吸引力が

ほぼゼロとなり、３番の吸引力が最も大きくなる。こ

のようにして、各吸引口の吸引力がONとOFFを繰り

返し、吸引口が組織片により詰まりにくくなる。

モータを使用してロータを回転させることも可能であ

るが、本技術によれば、モータを使用しなくても、簡

易な構成でロータの回転力を得ることができる。

◆応用製品・用途

外科手術用吸引管、濾過装置用吸引管

◆従来技術に対するメリット

簡易な構成で、吸引口が詰まりにくい吸引管を製造

できる。

◆関連業種

医療機器メーカー、濾過装置メーカー

◆日本標準産業分類中分類

業務用機械器具製造業（２７）

◆研究背景と研究の狙い

外科手術や湖・池等の水の濾過に吸引管が使用さ

れている。従来の吸引管では、吸引口が組織片等で

詰まることがあり、吸引口に詰まった組織片を除去

するのに手間がかかるという課題があった。

◆ 研究概要

中空状のアウターチューブの内側にロータを有して

おり、ロータが回転可能となっている。挿入部には、

吸引装置（図示せず。）が挿入される。ロータは、中

空となっており、外周に螺旋状のウェームスクリュー

を有している。ロータの手前側端部には、ドライブス

クリューを有しており、ドライブスクリューには羽根が

設けられている。

吸引装置により発生した吸引負圧による水流が羽

根に当たり、この作用によってロータに回転力が発

生し、
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